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ご
あ
い
さ
つ 宝

寿
院
住
職 

田
辺
信
雄 

檀
家
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
宝
寿
院
な

ら
び
に
宗
門
の
護
持
発
展
の
た
め
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

感
染
拡
大
に
よ
り
、
一
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ 

              

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
が
、
過
去
の
大
会
と
は
全
く
異
な
る
至

難
の
運
営
が
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
で
す
。 

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
の
反
意
語
は
、

「
あ
た
り
ま
え
」
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
含
め
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、

何
で
も
な
い
こ
と
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。 

前
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ

そ
、
今
の
自
分
に
つ
な
が
る
先
祖
の
こ
と
を
思
い
、

ゆ
っ
く
り
と
お
墓
参
り
な
ど
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

災
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
と
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

合
掌 

     

当
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
の
皆
さ
ま
の
心

の
安
ら
ぎ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
春
の
お

彼
岸
中
の
二
日
間
、
寺
宝
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
公
開
し
た
こ
と
の
な
い
物
も
含
め
、

屏
風
・
掛
軸
・
古
文
書
・
仏
像
等
、
秘
蔵
・
収
集

の
宝
物
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。 

二
日
間
の
開
催
期
間
中
、
檀
家
さ
ん
以
外
の
人

も
含
め
、
約
５
０
人
ほ
ど
の
方
々
が
観
覧
に
訪
れ

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
ま
た
開
催
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

                      

寺
宝
展
を
実
施
し
ま
し
た 

阿弥陀如来【推定：鎌倉・室町時代】 

如意輪観音 
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宝
寿
院
の
年
中
行
事
③ 

旧
暦
十
月
十
六
日 

 

庚
申
講
例
大
祭 

   

      

 

  

             

摩
訶
不
思
議
な
お
は
な
し 

第
七
話 

 

当
院
の
境
内
駐
車
場
の
桜
の
木
の
下
に
小
さ
な
鳥

小
屋
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
い
る
小
鳥
は
、
数
年
前

に
亡
く
な
っ
た
私
の
兄
が
飼
っ
て
い
た
も
の
で
す
。 

兄
は
小
鳥
や
山
野
草
な
ど
が
好
き
で
、
墓
地
の
西
北

に
あ
っ
た
兄
の
家
の
庭
は
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど

そ
れ
ら
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
兄
が

体
調
を
崩
し
、
病
院
で
検
査
を
し
た
結
果
は
末
期
が
ん
、

ス
テ
ー
ジ
４
で
し
た
。
兄
は
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
、

手
術
を
す
れ
ば
治
る
と
信
じ
切
っ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
、
せ
め
て
最
後
く
ら
い
は
家
に
帰
っ
て
何
日
か

で
も
過
ご
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
、
庭
や
家
の
中
を

き
れ
い
に
片
付
け
て
や
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
願

い
は
か
な
わ
ず
、
兄
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。 

四
十
九
日
の
法
要
も
終
わ
り
、
私
は
、
兄
が
成
仏
し

て
、
先
に
な
く
な
っ
た
両
親
や
長
兄
な
ど
と
、
あ
の
世

で
再
会
し
、
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
る
も
の
と
ば
か
り

思
っ
て
い
ま
し
た
。
法
要
が
終
わ
っ
て
１
ヶ
月
弱
が
過

ぎ
た
あ
る
日
の
夜
、
私
が
二
階
の
通
路
か
ら
兄
の
家
の

方
を
見
る
と
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
光
景
を
目
に

し
ま
し
た
。
兄
の
家
の
庭
に
、
真
っ
赤
な
火
の
玉
が
浮

か
ん
で
い
て
、
目
を
離
し
た
次
の
瞬
間
に
は
、
そ
の
火

の
玉
は
兄
が
い
つ
も
い
た
部
屋
に
移
り
、
家
の
中
が
真

っ
赤
な
光
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
ガ
ラ
ス
の
窓
越
し

に
見
え
ま
し
た
。
人
は
亡
く
な
っ
て
も
、
こ
の
世
へ
の

未
練
が
強
い
と
、
な
か
な
か
成
仏
で
き
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
当
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

住
職
体
験
談 
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当
院
は
、
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
忠
臣
楠
正
成

公
の
嫡
子
楠
正
行
公
の
正
室
加
富
貴
御
前
の
開
基

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
前
は
16
名
の
家
臣

（
小
泉
十
六
氏
）
と
と
も
に
小
泉
に
逃
れ
来
て
、

そ
こ
に
一
族
供
養
の
た
め
、
法
志
庵
と
い
う
草
庵

を
結
び
ま
し
た
。 

 

後
の
天
正
年
間
に
、
小
泉
城
主
の
菩
提
寺
龍
泉

院
三
世
窈
山
精
正
和
尚
が
、
法
志
庵
を
龍
泉
院
の

末
寺
「
宝
寿
院
」
と
し
て
開
山
し
ま
し
た
。
そ
の

後
一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
、
元
禄
14(1701)

年
、

宝
寿
院
三
世
悦
山
正
欣
和
尚
が
、
宝
寿
院
を
当
地

寄
木
戸
に
移
し
中
興
開
山
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

際
の
開
基
は
初
代
小
泉
城
主
富
岡
直
光
の
孫
野
村

勘
解
由
允
藤
原
勝
久
の
６
代
孫
野
村
孫
兵
衛
で
す
。 

 

江
戸
時
代
に
は
、
寄
木
戸
村
領
主
旗
本
山
本
氏

の
知
行
地
菩
提
所
と
な
り
、
十
世
天
嶺
厳
長
和
尚

代
の
明
和
５(1

7
6
8
)

年
に
、
五
代
目
領
主
で
幕
府

御
小
姓
組
番
士
の
山
本
七
兵
衛
正
府
か
ら
、
歴
代

領
主
の
供
養
料
と
し
て
、
寺
領
の
田
５
筆
、
高
二

石
五
斗
余
の
年
貢
免
租
の
寄
進
を
受
け
て
い
ま
す
。 

  

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
桂
某
を
師
と
す
る
寺
子

屋
が
開
か
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
時
代
に
学
制
が
発
布
さ
れ
る
と
、
明
治
12

年(1
8
7
9
)

年
12
月
に
、
本
堂
を
仮
校
舎
と
し
て
、

現
大
泉
町
立
南
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
知
新
学
校

の
一
番
分
校
師
道
館
（
師
道
学
校
）
が
置
か
れ
、

大
正
12
年
６
月
26
日
、
大
川
尋
常
小
学
校
校
舎
完

成
ま
で
の
44
年
間
、
寄
木
戸
村
、
古
氷
村
、
古
戸

村
（
明
治
22
年
ま
で
）
の
地
域
子
弟
教
育
の
場
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

温
故
知
新
⑪ 

宝
寿
院
の
沿
革 

楠 正成 「千早城の戦い」合戦図屏風 

楠 

正
行
像 
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祠
堂
金
寄
付
者
ご
芳
名 

 

橋
本 

伸
一
様 

平
成
二
十
九
年 

金
二
十
万
円 

米
川 

正
義
様 

平
成
二
十
九
年 

金
二
十
万
円 

坂
本
ミ
ド
リ
様 

令

和

二

年 

金
三
十
万
円 

根
岸 

淺
雄
様 

令

和

二

年 

金
二
十
万
円 

  

右
記
四
名
の
方
々
よ
り
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
祠
堂
金
（
寺
の
維
持
管
理
に
充
て
る
基
金
）
を 

元
に
、
本
堂
内
の
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏
像
右
側
の
脇

侍
仏
十
一
面
観
音
像
を
修
復
い
た
し
ま
し
た
。 

 

宝
寿
院
護
持
会
役
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

会 

長 

坂
本 

新
一 

 

副
会
長 

小
沼 

唯
二 

 
 

坂
本 

勝
三 

会 
計 
三
吉 

靖
典 

役 

員 
峯
﨑 

寛 
 
 
 

襟
川
栄
太
郎 

峯
﨑 
平
弥 

 
 

服
部 

次
男 

田
村 
照
美 

 
 

新
島 

克
己 

坂
本 

雅
義 

 
 

坂
本 

貞
雄 

 

宝
寿
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

大
泉
町 

宝
寿
院←
検
索 
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令
和
三
年
年
回
表 

一 
周 
忌 

 
 

令

和

二

年 

三 

回 
忌 

 
 

平
成
三
十
一
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

令

和

元

年 

七 

回 

忌 
 

 
平
成
二
十
七
年 

十

三

回

忌 
 

 

平
成
二
十
一
年 

十

七

回

忌 
 

 

平
成
十
七
年 

二
十
三
回
忌 

 
 

平
成
十
一
年 

二
十
五
回
忌 

 
 

平

成

九

年 

二
十
七
回
忌 

 
 

平

成

七

年 

三
十
三
回
忌 

 
 

昭
和
六
十
四
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

平

成

元

年 

三
十
七
回
忌 

 
 

昭
和
六
十
年 

四
十
三
回
忌 

 
 

昭
和
五
十
四
年 

四
十
七
回
忌 

 
 

昭
和
五
十
年 

五

十

回

忌 
 

 

昭
和
四
十
七
年 

百 

回 

忌 
 

 

大
正
十
一
年 

※
法
要
の
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す 

 


